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地震の深さと速度分布について

高 木 事世長

~ 1. 序

震源の深さについては，二十年くらい前迄，大した注意は払われなかった・。一般に震源の深さは

せいぜい40，....，50粁位のものと考えられていた。学者の中には直感的に，かなり深い地震があるので

はなかるうかと考えていた人もあるにはあった。志出11国博士は大正15年7月27日コその他の地震

に対して，初動方向ρ集交点と大森公式による震央との大きな差から，深い地震ではないかと予見

レて烏られたようであるが，確定するまでに到らなかったくり。ウォーヵー (G.W. Walker)は初

動の入射角から，それを伝わって震源に行く事によって， 1250粁と言う深さを求めたり〉。しかし

その方法にかなりの疑点もあったので，その様な深さに実際地震が起るものかどヲか一般の信ずる

所とならなかった。、

昭和2年 (1927[[内和連清夫博士はやはり大森公式による震央決定法の矛盾及び異常震域現象等

から，震源の深さを決める新しい }:j法を考案され，ととに始めて地震の深さと言うものが確定され

るようになった(3)。そのβ法は地球内部の速度分布の傾向を，

U一 Vo

1一α←一
ro 

と仮定して， 深さ並びに速度の増加率。を求められたものである。乙 Lに Voは地表に於ける速度

であり， roは地球の半径，hは地表から計った深さである。との仮定は確かに卓見で、あった。との

当時はまだ内部の速度分布は不明であったから，恐らくその傾向さえ分らたかったであろうと忠わ

れるが，乙の仮定を用いられたのは正しかったと言える。

本多弘吉博士は昭和6年 (1931年)内部の速度分布の傾向を全然仮定する事のたい方法で速度分

布を求められ1cくり。とれは昭和5年 11月25日北伊豆大地震の際の走時尚線から求められたもので
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、"
あるが，それには重大な仮定ーとの地震の深さを零とする事，モホロピチック屠を考えないで，速

度の変化は連続的であるとする事ーが含まれてし1る。とれによって走時曲線は第一顧Fredholmの

積分方程式から Abelの積分方程式に転じ，一挙にして解決を見出す事が出来たb しかしとの地震

が果して深さ零であるかどうかは不明であって，零であると言う根拠はうすい。叉モホロピチ γ ク

唐を認めないのも事実かどうか甚だ疑わしい。しかしその求められた速度分布は和連博士のものと

あまりかけ離れてはいなかった。

筆者はとれ等の仮定を設ける必要のない方法を考案したので，それについて述べようと思う o

長.2 理論的考察

与

.t 

地球の曲率を無視する事が出来るとして， ilAf角座標を用い

地表に原点Oを取り，地表を Z軸A二し，その直角上方をy軸

に取り，震源0'(0，-h)より任意の一点Pくxy)へ地震波の到

達する時間tは震波線ーとの素片をのすれば，

dt=企=ピ1+x'2dy 
v v 

-~ とLにUは速度であり yは震波線を与える画数であるD

勿論ダ=竺竺で、ある o‘とれを積分し
dy 

Fig. 1 

ftl、/r+ど2
t= ¥ v '-"J (2. 1) 

として tを求める事が出来る。波動はとの tの最小であるような経路を取る筈であるから，変分法

によって，

d~ (万台寸=0
を満足しなければたらない。とれより，

x' 
u、任干7子 -.L~

(2. 2) 

を得る。乙 LにKはZに無関係は常数でzある。 とのKの物玉虫的意味は， 震波線Q'Pの切線と Z

軸とのたす角を Oとすれば，

広一一一
広一

y

d
一d

一一
A
U
 

4
1
L
 
O
 
C
 

で、あるカユら， (2. 2)は
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COS () =K (2 .3) 
U 

とたる。とれは震波線ρ各点で成立したければならたい関係式である。とれを震源に就いて考える

と，震源、に於いて Uは一定であるから，Kは発射される角によって変る常数となるo 乙れ等([)Kの

，内 COSθ=1なる場合のKが最大となる o 巴[Jち水平に発射された場合のKが最大値を取る D その時

のKをKn1axとし，震源に於ける速度を Vhとすれば，

1 
~== KJuax 
Vh 

(2. 4) 

となる。

一方 (2.2)より，
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(2.5) 

とれを満足する震波線が地表に達する点を X とすれば，とれを積分して，
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(2. 6) 

乙Lほ達する迄の時間を Tとすれば， (2. 1)く2.5)より

叶~ _d 
uべ/1ーがKZ--

(2. 7) 

(2. 6) (2. 7)はKの画数となるから，乙れ等をKにて微分すれば，
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となる。とれはT-X走時曲線を作った時，その方向係数がKである事を示す口とのKの内最大・
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のものは (2.4)より震源での速良ユを与える。即ち，

¥
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(2. 9) 

とうして走時曲線から簡単に震源での速度を求める事が出来る。

-~}j震央に於ける p，....，s は ， p 波の速度を VJJ ， S 波の速度を V.~ とし V1J =.../玄を認めると，
Vs 

T三供S叶(;-;)dy=-jG-;)dy

とたるカュら，

~ ."dy dT=-(、/3-1)一
V]J 

(t， 10) 

とれは叉，

-dy=-J-updT 、/3-1 -，.--

とれを積分すると，

~.\か.v''31-=-1.¥ ゾ3-1. 
(2.11) 

とたる。

多くに各地震につき，その震央に於ける p~s EiPち 7 と，その震源に於ける P波の速度 V'"とは，

走時曲線並びに (2.9)より，各一組づっ求まるから， .乙れ等-をグラフに描けば， Tと仇との関係

が分る。今その関係を，

V=f(T) 

T=φくV)
とする事が出来るから， (2.11)は

一一.j
1 ¥ .rくT)dT一、/ぎ-1¥

(2.12) 

(2.13) 

となる。乙れが深さ hを与える式である o この右辺は笑測値を用いて積分出来る o (2.13)より各

7 に対する hが決定する。又その 7 に対する速度 V'I，は (2.12)から決まる D 従ってその T を与え

る地震の深さ hと，その深さに於ける速度 V1J は同時に決まる。との事は結局各深さに於ける速度

を求めた事になる。とうして速度分布も同時に求まる o

以}二はモホロピチ vクj昔がないものとしての事であるが， この居のふ(-f・在を認めても， I司様の主主が

言える o その麿の厚さを dとし，その下唐から震似0/までの距齢をh，地表Oから震源までの距離
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00'をH となけば，

"1 H=d+h (2.14) 

である o との屠の下で、は前記がそのま L成立し，と

χ の屠の下唐に於ての震波線の屈折の角を第2図の様

，に取ると，

V1i 
X=dtan z" + ¥一一一.，rr.， dY， (2. 15) ¥ V1-函F

叉，との居中の速度を V1その下に於ける速度をぬ

とすれば，屈折の法則から，

Fig. 2 
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(2.16) 

であるから， ' (2.15)は

x dVJl(" ，r vI( 
=イIヨ 12f(2-十)ν戸v2K2dy， (2.17) 

同様にそれに要する時間 Tの方は，

T=-ι_'+¥' .' _，dY 一一
V1 COS z' I -' V、/1二五21(2'

d ，. I i" dy 
V1、/1-記事言T.¥v.v1-v3K2' (2.18) 

となる口 (2.17)，(2.18)をKにて微分し，それ等より，

IC-dT 一一-
dX 

を得る。乙れは (2.8)と同様であり，モホロピチック屠が存在しても，同様の手段で Vhを求める

事が出来る事を示す。しかし (2.13)は弐の様に変形する。

H=--L U(T)日
Y 3-1 ¥ 

(2.19) 

とLに 'Tclはdを震波が二垂直-に進む時の P，，-，Sである。

もレ実誤IJの結~， 'T-V曲線に他の不連続点が存在する場合は，そ乙で切って積分すればよい。

以ーとは全然地球の}同率を考えない場合であったが加率を考える場合は，原点 Oを地球の中心に

置き，震源01までの距離を 'I'/i.， 地球-の半径を九，先づモホロピチ、ソク}昔のない場合を考えるとし，

00'を基線に取って角を計るとすれば， 0'より任意の点P(1'， (-))へ震波の至Ijる時間 iは，
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dt=空三三ゾ。グア干ldr
v v 

= ¥ゾケθ')2+Ldr
v 

(2.20) 

dB 
となる。と Lにθ drである。 同様にして変分の理よ

h
u
y
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(2.21) 

とLにCはfによらない常数である。とのCの意味は， 震波線の切線と弧とのたす角をeとすれば，

tan e= d!" .=-! e=一一一一=一一一
rdB rB'-

であるから， (2.21)に代入し，

ーとcose = C 
U 

(2.22) 

となる。とれは一つの震波線につき成立する常数であるが，震源に於いての事をを考えると， Cの

最大値 Cmaxは，

r，.る円、.-roax
Vh 

(2.23) 

を与えるーとれは rhが掛ってゐる点で (2.4)と相違している。

一方 (2.21)よ・り，

グ vC-
rゾr2- v2じ2

ー

であるカコら，
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(2.24) 

とLに⑪はく2.21)を満足する震波線が地表に達する点の角座標である。とれに要する時間Tは，

(2.2U)より，

T=¥ r . -- d =， vゾ戸-V:宅子αf
-rh 

(2:25) 

(2.24) (2.25)をCにつき微分し，同様に，

C=dT -
d⑪ 

(2..26) 

- 28ー



山震 源(第'8報〉一一高木

を得る。故に (2.Z3)を参照して，

九 (dT、
{←.~ ¥ (2.27)ー

める ¥d⑪/皿ax
とたる。震央Eよりゅまでの地表との距離をムとすれば，

raCf9 =ム

であるから， (2.27)は，

七rf!一=(~~ )max 
となる。計算の便宜のために，

U 
ーァ三ρ， て一三E
'0 t' 

(2.28)寸

と長けば，
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(2.29) 

とたり，とれは (2.9)に相当する式であるが内容は遣う。

一方震央に於ける pr-Sは，

(…三T=(。(7;-JJ)んほ-1り5
=一(ゾ-3-ofdf 

.1 V~J 

竿=ーは一 1)工
ar Vp 

df-1  
=ゾ3二:iVJldT ((;.30) 

であるo

所が (2.28)より dr= rodp， V = p1;であるから， (2.30)、は

dp 
-一一 =' ~.... 1;dT 
P ー(イ3-1 )ro 

(2.31) 

となる。

各地震につき，震央に於ける P--S1Mち 7は走時曲線から求まり，その震源に於けるらは(2.2め

から実測の結果求まるから，T-1;曲線が求まる。とれを，

1; = g(T) 

T=明(1;) (2.32) 

と書けば， (2.31)は，

jpodρ1  (" 
一一 一 ¥ g(T)dT 

P九 p 一(イ:f-l)roJ
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Pn= ~，ー・三 1 ， PI，，=三ιマ?ある U
rn rn 

10 ρh=-1i  g(T〉dT
(、/吾 -l)rn-' 

Ph=exp(一吋と川州付
と求まる。とれを先の hに相当したものを求めると，

円一一(1-叫一吋1川rg州サ (2.34) 

となる。

と~ v-c (2. 9)， (2. '29)は実際の観測値からは同(直である。即ち，

(笠¥=(坐)
dT }min ¥ dT Jmin 

しかし内谷は異なる D 叉 (2.12)，(2.32)も実際には同値であって，

v = ~ = f (7) = g (γ) 

である。しかし内容は異なる o 従って実測されたとから先の速度を求めるには，

U と ρご (2.35) 

なる式から求めなけらればならない。とのρは (2.33)から求められる。

以とはそホピチック屠を考えない場合であったが，との屠の存在~認めると，第 4 図の様に極々

の量を取る事にして，ゅは，

Fig. 4 

~rd 

府=¥ ---= /fv-一一dr+θFr、!r"-v"(;"

となる。と Lに，

r (1 sin z" = r 0 cos (()'十Rιーの

なる関係があるから，

S-i(77s刈
. sm ed sm z C; 

所が屈折の法則により，一一一一一=---=平二であるから，
Vd v} ra 

v， 
Sln z = 一一二一c

r<l 

0F=cos-IC:りナ(Rr.ーの
叉 z. sin -1(とc)
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で‘あるカョら，

(2.37) グ=CO~'-l(三C)+Sin-J ( ~~ C )-RJ 

(d vC _.1引¥/¥
__ I n Vl，; dr+cos-1( !!.LC )十sin-l( ~CトRT. (2.38) 

一 rゾ戸ーがC2 〔fn / lfd ・/

故に (2.36)は

となるo

一方，震波がとの距離を進むに要する時間 Tは，

~rà 

r ι e=dr+t' C-， vv戸三五五と2
-rh 

とLに t'は，第4図Pqを震波が進む時間である。 Pqの長さは，

(2.39) 

ro sin(O'十RT.ーの-rasin(R，:ーの

t' = -.!JLsin' (0' + RL-z")一一包sin(R，，-z") 
V1 Vl 

で、あるカユら，

寸ト(~:cT寸11-(ごみ2 (2.40) 

1=j;:d日記C2-dr寸

故に，(2.39)は，

(2.41) 

となる O

そとで， ' (2.38)， (2.41)ーを Cにて微分し，

C d@-dT一一一一一
dC dC 

を得る。故に，

(2.42) C=(/T -

dの

特別にとの屠の補IEをすモホロピチック唐が存在しでも，となり，:(2.26)と同様となるo 131]ち，

との時深さ H を求める式は，

、1
1
4
1
F

¥、‘，
a
，/J
7
 
d
 

¥
BノT
 

f
t
¥
 g
 

H=ro{ 1ー77吋-C，¥I己司ヤ
C I3PちEを求めるのは同様の手段でよい事になる。る必要なく，

(2.43) 

Ttl はモホロピチック居中を垂直に震波が進む P~S である。乙れは T-t 附線か乙 Lにである O

ら実測に基いて求められる。

並び、にと阪ド限の

しかし内容が異なるので，曲率を考えた場合は (2.35)に従って

- 31-
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数値は全然同値である事である。
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U を計算しなければならない。モホロピチック唐のある際のpは，

ra I 1¥  ρ=万一exphvt玩 Jg(r)dT) (2.44) 

であるo とれを用いてく2.35)により Uをを求めるわけである。

~ 3.求値

第 1表 T-V叉は T-Cの表

番号(年月日|震 央 11士 Fluh叉はふ|調査者;発表雑吐 l調査され-S) 、 ， 船|た深さ

1 大正15年 1月15日 宗谷海峡 28.0秒
km/sec 

和謹清夫:気集昭3 (1928) 8. 1 
2 ノγ 7月27日 彦、根附近 33.9 8.32 d : が 日目 2(1927) 

3 昭和2年 1月15日 経ケ崎沖 40.6 9.97 河角広: が

4 庁 11月11日 松本附近 20.0 8.0 

5 庁 12月10日 新 ?思 沖 18.5 7.8 

6 庁 12月31日 荒川上流 12.0 7.8 

7 3年3月29日 八丈島沖 44.0 9.63 和達治夫:G，M.7昭，8 (1933) 

8 庁 5月21日 東 原、 湾 8.2 7.32 鷺坂浩信気集 a~r3' (1928) 
9 F 6月3日 '天 ー背寸- 島 13.0 7.75 石川高見:験第3昭4(1.929) 

10 4年6月3日 貴島 野 灘 36.0 8.77 鷺坂浩信: ノア

11 5年 9月29日 鹿児島湾 30.0 8.5 

12 6年 1月9日 同 沢 湖 14.5 7.65 間四四亥:験第6昭8(1933) 
13 // 6月2日 本州、i中部 25.0 8.7 棚橋嘉市:海と星第11昭6(1931)
14 メy 6月30日 N‘E畏4 野 灘 35.5 9.3 森田稔:験第9昭12(1937) 

15 が 11月12日 大 島 12.0 7.4 

1.6 7年 4月4日 入丈島沖 41.. 0 8.85 本多弘吉:G.M. 8昭1.0く1.935)

1'，1 ノア 4月28日 自民 野、灘 33.9 9.0 λY 

1.8 庁 5月5日 大 阪 湾 36.0 9.5 庁

1.9 バY 7月25日 ピ ワ 湖 35;0 9.0 竹花峰夫:験第7昭9(1934) 

20 // 11月13日 日本海北部 34.0 9.26 -本多弘吉:G:M8昭10(193の
21 8年 9月6日 浜 松 沖 28.0 8.4 

22 が 12月5日 宗谷海峡 36.0 9.2 杵島腐:験第9昭12.(1937) 

23 10年 4月15日 高山附近 28.0 8.94 鷺坂清信:験第11昭15(1940) 

24 1.4年12月16日 北海道東方沖 12.0 7.5 門脇関郎:験第10日目14(1939) 

25 15年11月18日 竜神附近 8.3 7.45 坂田勝茂:海と星第21昭1.6(1941)

26 3年 9月初日 周防灘東部 7.5 7.5 

27 4年 4月18日 '鹿 島 灘 6.5 7.4 

28 9年 4月7目、 塩屋崎北東沖 '8.5 8.0 

29 12年 7月27日 金華山沖 7.0 7.5 

30 13年11月5日 踊島県沖 11.0 7.8 

31. // 11月6日 同 10.0 7.8 

32 ノノ 11月22日 同 8.0 7.6 

33 18年3月1日 茨城県土浦 7.0 7.2 

34 F 6月17日 千葉県野島崎沖 7.0 7.8 

35 〆ア 7月1日 茨城県下妻 7.0 7.8 

験:験震時報く中央気象台)， G. M， : Geophysical Magazine (中央気象台〉
気集:気象集誌
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先ずT-'V叉は T-l;極l数を求めるム第1表に

35の地震につき，その震央に於ける P--SE!fJち

T と震源に於ける U叉はEを求めた。とれ等の

地震の大部分は備考の欄に書いてあるように，

各学者により詳しく求められたものである。と

れに基いて T-V叉は T-l;グラフを求めると

第5図となる。図中の番号は表中の番号の地震

によって得られた値である D

とれにより T-V叉は T-l;画数を求める。

計算の都合上，

V=α+bT+CT2 (叉はUのかわりにEと

したもの、。〉 (3 .1) 

Fig. 5 

m 何24 までに止めて最小自乗法で・係数を求めると，
α=7.361 :!::0.14 

b=0.0164 :!::0.015 

C=0.00086 :!::0.00033 (3. 2) 

とたる。とれは第5図の太い実線の様になる。とれを用いると， (2.19) はモロピチック唐の厚さ

を 50kmとすれば，d=50kmであるから，

h一一二!.. r 7. 36T+0. 0082T2+O. 000287T3 r +50 . (3. 3) ーゾ玄-11.. UV' 1 V.  VVU，"" .1 v. VVV_V"  JTa 

となる。と L に Ta は観測ーと T~=6.5secであるo

とのhに対する Uは，その T に対する Uであるから， (3.1)のT---V1盈!数から求まる。

とれより H とU との関係は第2表となる。誤差はa，b， Cの誤差より生ずる Probableerror 

であるo とLに (2.19)を採用して (2.13) を用いたかったのは， 第5図を見ても分るように，

モホロピチずク唐を認めざるを得たいからである。もじ認めないて従来の様に地表での Uを

3.2km(secと取るならば，との実測値よりみて，連続曲線でとの値を満足するようにする事は不自

然に思われるo その上沢山の浅い地震の調査の結果は，との唐を認めざるを得ないようになって治

る(5)。 との屠の厚さ並びにその速度については多くの異論があるけれEも， とL では厚さ 50km

とした。との真相については震源第9報で述べる積りである。

地球の曲率を考えると， • (2. 43)より，

H=ro(lーに叫-ν311汁。[α寸九三73J:a) (3. 4) 

(5 ) とれについては震源第9報を参照されたL、口
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であり， (2.，44)より，

ρ=土問(-rvtDπ[GT+272+?f;)
.'.v~pl; 

として，H-vの関係が求まる口と Lに η r'lは緯度350に於ける値を用い，ro=6371. 3635km， 

r，z=6321. 3635kmである，

とうしで求めたものが第3表であり，それ等を整埋して第4表を得た。

とれ等を図示すると第6図となる。太線は曲率を考えない場合，破線は曲率を考えた場合である。

第 E表 H--vの表I

(地球の曲率を考えない場合3

H 誤差 I v 誤差

km km/sec 
50.0 1 7.50 

第 3表 H-vの表u
(地球の曲率を考えた場合〉

U

一…
H

一了紙55.1 7.51 

86.1 ::l= 3.2 7.61. ::l=0.21 

138;2 7.80. 

192.8士10.0 8.03 ::l=0.36 

248.4 8.31 

306.4士23.2 8.63 ::l=0.57 

366.5 8:99 

42.9.2士45.0 9.40 ::l=O.82 

494.9 9.85 

1.90.1 

243.8 

299.3 

356.4 

41.5.3 

476.4 

7.79 

7.99 

8.22 

8.49 

8.79 

9.11 

第 4表 H-vの表]l[

← ZJ寸志~(曲率を I V2(曲尋弓7
LL I考えず)考えて〉
km I km/sec I km/sec 
50 I 7. 50 I 7. 44 

1.00 I 7.65 I 7.54 

1.50 I 7. 84 I 7. 67 

200 

250 

300 

350 

400 

450 

8.07 

8 32 

8.60 

8.90 

9.22 

9.55 

7.84 

8.02 

8.23 

8.46 

8.70 

8.96 

9.30 500 I 10.02 

とうして速度分布は求まった。とれを従来求められて語るものと比較してみよう o 1935年Guten-

bergが求めたものはくへ今回の地球のrt8奉を考えないものとよく一致して沿るo しかし曲率を考元

Knt 

500 

400 

300 

200 

10ρ 

J 6 E ? ク4 f 

Fig. 6 速度分布

太線は地球。曲率を考えないもの，

破繰は曲率を考えた場合

-紘一

10 11 K/H.;ヲEC. ν
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たものとはかなり遣って治る。 1931年本多弘吉博士が求められたものは(7)，曲出率を考え7たと場合と考

えたい場場降令との!ヰ巾ト~:I 間に{倍値直直-して 1拾§る口 1悶93お3:'i:J年!ド三和j逮主

た場合と平行して3沿§る口じかしとれ等はいずれも筆者の求めた速分子hの誤差の範囲に入っていて，

そう間違った値ではない事を思わせる D 従来求められた速度分布は誤差が求められていないが，と

れは大きなミスであった。

H 

KIn. 
joo 

400 

300 

200 

100 

ρ 。

第 5表 T-Hの表

?(P-s)li! I H(曲率を考えない場合)I H(曲率を考えた場合〉

..l() 

sec km km 
' 6.5 50.0 50.0 

7.0 55.1. 

10.0 86.1 

15.0 138.2 

20.0 192.8 

25.0 248.4 

30.0 306.4 

35.0 366.5 

40.0 429.2 

45.0 494. 9 

Jρ ¥ 40 SEC と ;;(f、Sj~

85.7 

136.9 

'190.1 

243.8 

299.3 

356.4 

¥ 41'5..3 

476.4 

共にとれは叉地震の深さを決めるにも用

'd." ，_ dム
いられる。それは走時曲線より十ーの械小

dT 

{直を求めると，それは Vh叉はら，であるか

ら， ~第 6 図叉は第 2 表，第 3 表からそれに

相当した深さが求まる O ーとの深さがそのま

Fig. 7 T-Hの図

大線は地球の曲率を考えない場合，岐線は地球の曲率を
考えた場合

L地震の深さとなるo 叉震央での P"，Sが

走時曲線から得られるので，その方からも

地震の深さを求める事が出来る o (3.めか

らT-Vの関係が分り， (3.3)叉は (3.4)

よりH-vの関係が分るから，との二つの.

関係から 7'-Hの関係が出る。第5表にそ

の値が求めてある。第7図はとれを図示した

ものである口 とれより震央に於け Q p:-S 

からその地震の深さを求める事がHJ来る。

(6) B. Gutenberg & C. F. Richer: On Seismic Waves (Second .paperつ， Gerl. Beiter. 45 (19135) 
(7) く4)を参照の事

(8) . K.. Wadati & S.' Oki : On the Travel~Time of Earthquake Waves (Part IV)， Geophys. Mag. 
7 (1933) 

--35 -
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との図を見ても分る様に地球の曲率を考えても考えたくても T-Hの関係は大した影響がな

い。とれは叉鷺坂清信技官の求められた T-Hの関係とよく一致して烏る。

9 4.結

かくして多年の懸案・にたっていた速度分布と深さとを同時に決める方法が，大した不都合な仮定

を設ける事なしに見付った。とれ等の求められた速度分布は従来のもθどかな心の距りがあるo そ

れは従来の速度分布を求める際の仮定にあやまりがあるのではたいかと思われる。モホロピチック

屠は観測結果から認めた方がい Lと思われる。との事は浅い地震の初動分布型式からも明らかであ

る。和達清夫博士の用いられた仮定は，と Lに求まった速度分布から見てもlEしかったと言える。

その速度の増加率(10)は3.9に相当するo 和蓮博士の場合は4.2であった。 しかしとの曲線と求っ

た速度分布とは完全に一致するものではたい。

との様に速度分布は求めた人によって，それぞれ異った値及び、傾向を示したけれども，先に述べ

たように震央に於ける P--Sから深さを求める方法は，とれ迄求められたものと大体一致してを

る。とれより地震の深さを求めるのはやはり，震央に沿ける p"，sから求めた方がよいようであ

る。

との方法は内部に不連続唐があるか左うかまで一目りょう然とする所にい L所があるb しかし地

震の起る深さ迄の速度分布しか求められない。

終りにのぞみ懇切なる御教示をたまわった，中央気象台長和連清犬博士，東京大学教授松沢武雄

博士に対して心から感謝致して沿ります。 一一昭.23. 2. 1:8一一

との論文の概説は昭和23年(1948)海と空第26号に発表したが， 全ぼうは戦後の印刷能力の関係上発表出

来なかったものである O 一一一1952，6. 20一一一

On the Origin of Earthquake (the 8 th paper) 

On velocities of seismic waves and depth of回 rthquake

-s. T AKAGI (T'1aining School f 0'1 M eteo'1ological Observelつ

The auther could find the distrbution of velocities of seimic wave and depth of earthquake 

together.、 Theresults are shown in Table 2， 4， and Fig.6. 

(9) 鷺坂清信:竹花峰夫:近地地震に於ける S波の走時表及び初期微動時表，験震時報第8巻(BR10.1935)
(10) 前出(10)参照
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